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小妻町

おしゃべり地蔵

笠石

薄葉沢の滝群
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至　大子町 猪ノ鼻峠入口

来たルート
を戻る
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集会所WC

おしゃべり地蔵という珍しい
呼び名で親しまれているお地
蔵様。元は二体で川向こうに
祭られていたが、おしゃべり
がうるさいため現在の場所に
移された。今は何のお話をし
ているのだろう

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の
身近なウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いて
みませんか。

 
文化課エコミュージアム推進室（内線 541）
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 小里城址

おしゃべり地蔵

道標

集落のはずれにあり岩
質は花こう岩。大きな
石の上に笠の形をした
石が載っていて、地名
の由来にもなっている

水量が多く、豪快な水の流れの
13 の多彩な滝がある。秋には
紅葉を楽しむことができる

薄葉沢入口手前に残るこ
の道標は 1867 年造立。
正面に「馬頭観世音」、「右
ふじ山道」、「左上君田大
津平潟道」とあり、往時
を今に伝えている

㉛

薄葉沢の滝群

距離：約10km　所要時間：3時間

今回は小妻町を歩いてきました。小妻コミニュティセンターに車を止めて笠石集落を目指します。途
中ハイキングコースとして整備されている薄葉沢を通り滝や紅葉などを楽しみます。
目指す笠石集落にある “笠石” には古くからの伝説があり、平家に追われてここまで落ちのびた鎮西八

郎為朝が鎧甲冑太刀をこの中に収めてふたをした
ものであるといわれています。
また、近くの妙見山からは非常に珍しい鉱物のリ
チウム・ペグマタイトが採れるそうです。この地
区には美しい自然や歴史的伝説などが多くありま
す。

森の精「うっじぃ」

築城者は明らかでないが、
戦国時代後期のもので白土
氏の居城と伝えられる。里
川と薄葉川の浸食を利用し
て造られた土塁が今でも見
てとれる
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